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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第２四半期連結
累計期間

第16期
第２四半期連結
累計期間

第15期
第２四半期連結
会計期間

第16期
第２四半期連結
会計期間

第15期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
１月１日
至平成21年
12月31日

売上高　　　　　　　　（千円） 19,038,24821,109,8869,931,4998,990,27843,112,610

経常利益又は経常損失（△）

      （千円） 　
△67,682 559,012 30,465 75,197 △46,876

四半期（当期）純損失（△）

                      （千円） 
△412,704△230,758△126,816△344,021△3,715,225

純資産額　　　　　　　（千円） ― ― 10,937,6777,442,9088,692,187

総資産額　　　　　　　（千円） ― ― 25,267,37515,789,58320,615,871

１株当たり純資産額　　　（円） ― ― 84,086.6953,608.3157,862.51

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）　　　　　　　（円）
△3,311.86△1,851.79△1,017.67△2,760.70△29,813.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額　　　（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率　　　　　　（％） ― ― 41.5 42.3 35.0

営業活動による

キャッシュ・フロー　　（千円）
3,037,703126,330 ― ― 4,113,646

投資活動による

キャッシュ・フロー    （千円）
△1,190,405△1,791,638 ― ― △2,168,214

財務活動による

キャッシュ・フロー    （千円）
△1,571,393648,005 ― ― △1,833,164

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高          （千円）
― ― 3,346,4101,892,1953,253,584

従業員数                （名）― ― 686 290 669

　　

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　
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２【事業の内容】

  　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありませんが、第２四半期連結会計期間においてBEST VENTURE LIMITEDが第三者割当増資を行なったことに伴い当

社の持分比率が低下したため、BEST VENTURE LIMITEDおよびFOCUS WIN (HK) LIMITED、民生東都汽車貿易深?有限公司、

深?東都?田汽車銷售服務有限公司、佛山盛宝行汽車銷售服務有限公司、佛山?宝汽車銷售服務有限公司、泉州晋宝汽車

銷售服務有限公司は持分法適用の範囲に含め、連結の範囲から除外しております。 

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間においてBEST VENTURE LIMITED（特定子会社）が第三者割当増資を行なったことに伴い当

社の持分比率が低下したため、BEST VENTURE LIMITEDおよびFOCUS WIN (HK) LIMITED、民生東都汽車貿易深?有限公司

（特定子会社）、深?東都?田汽車銷售服務有限公司、佛山盛宝行汽車銷售服務有限公司、佛山?宝汽車銷售服務有限公

司、泉州晋宝汽車銷售服務有限公司は持分法適用の範囲に含め、連結の範囲から除外しております。　

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（名） 290  

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．従業員数が当第２四半期連結会計期間において402名減少しましたのは、主に連結範囲の変更により、新車関

連事業の従業員が減少したことによるものです。

 

（２）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（名） 16  

　（注）従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　該当事項はありません。

（２）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称

当第２四半期連結会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

金額（千円） 前年同四半期比（％）

中古車関連事業 　 　
Ⅰ　中古車輸出事業 2,721,977 154.6

Ⅱ　中古車買取・販売事業 592,471 96.5

小　計 3,314,449 139.6

新車関連事業 3,021,944 50.0

合　計 6,336,393 75.2

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（３）受注実績

　受注後売上計上が概ね１ヶ月以内であるため、記載を省略しております。

（４）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称

当第２四半期連結会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

金額（千円） 前年同四半期比（％）

中古車関連事業 　 　
Ⅰ　中古車輸出事業 3,223,122 152.2

Ⅱ　中古車買取・販売事業 972,061 109.7

小　計 4,195,183 139.7

新車関連事業 4,795,095 69.2

合　計 8,990,278 90.5

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第２四半期連結会計期間および当第２四半期連結会計期間における主な販売先は、当該割合の100分の10

以上の会社がないため記載を省略しております。

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるアジア経済につきましては、世界同時不況を脱し、景気回復基調にあります。中

華人民共和国においては高い成長率を維持しており、東南アジア諸国においては、国によって多少のばらつきはある

ものの、総じて景気回復基調にあります。 

　わが国につきましては、上記アジア諸国や米国の緩やかな回復から輸出が増加傾向にあり、これらを起因として内需

も回復の兆しを見せ始めておりますが、円高基調の影響もあり、依然として予断を許さない状況であります。

　このような状況の中、当第２四半期連結会計期間の売上高は89億90百万円（前年同四半期比9.5％減）となり、営業

損益は１億57百万円の営業利益（前年同四半期21百万円の営業損失）となりました。

　経常損益は45百万円の為替差損を計上したことから、75百万円の経常利益（前年同四半期30百万円の経常利益）と

なりました。

　四半期純損益はのれんの減損損失１億88百万円、少数株主利益１億４百万円を計上したことなどにより、３億44百万

円の四半期純損失（前年同四半期１億26百万円の四半期純損失）となりました。

　

　当社は事業の種類別セグメント情報を記載しておりませんが、下記のとおり事業領域として中古車関連事業および

新車関連事業に分類しております。

①中古車関連事業

Ⅰ　中古車輸出事業

　東南アジア諸国に対する中古車輸出事業は、景気の回復基調からインドネシア共和国、マレーシアにおいて順調

に推移し、当第２四半期連結会計期間における中古車輸出事業の売上高は32億23百万円（前年同四半期比52.2％

増）となりました。

Ⅱ　中古車買取・販売事業

　日本国内における中古車買取・販売事業につきましては、当第２四半期連結会計期間末の「アップル」フラン

チャイズ店舗数は206店（当第１四半期会計期間末は209店舗）と３店舗減少いたしましたが、中古車買取・販売

事業の売上高は９億72百万円（前年同四半期比9.7％増）となりました。

②新車関連事業

　中華人民共和国内における新車関連事業については、前第２四半期連結会計期間と比べて取扱車種の絞りこみを

行ったことに加え、当第２四半期連結会計期間において連結範囲の変更があったことから、新車関連事業の売上高

は47億95百万円（前年同四半期比30.8％減）となりました。

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。なお、当第１四半期連結累計期間から所在地別セグメントを変

更したため、前年同四半期比較にあたっては前第２四半期連結会計期間分を変更後の区分に組み替えて行っておりま

す。

①日本

　日本国内の中古車買取・販売事業が伸び悩んだものの、日本から東南アジア諸国への中古車輸出事業が順調に推

移した結果、売上高は42億70百万円（前年同四半期比41.4％増）となりましたが、貸倒引当金繰入額142百万円の計

上により、営業利益は30百万円（前年同四半期は１億70百万円の営業損失）となりました。 

②中華人民共和国

　中華人民共和国における新車関連事業については、前第２四半期連結会計期間と比べて取扱車種の絞りこみを

行ったことに加え、当第２四半期会計期間において連結範囲の変更があったことから、売上高は47億96百万円（前

年同四半期比27.6％減）、営業利益は３億40百万円（前年同四半期比27.6％増）となりました。　

③その他

　香港特別行政区における中古車輸出事業が大幅に縮小したことから、売上高は35百万円（前年同四半期比88.4％

減）、営業損失は１億４百万円（前年同四半期は１億13百万円の営業損失）となりました。 
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（２）財政状態　

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末（平成21年12月末）と比較して48億26百万円減

少して157億89百万円となりました。 

　これは、主に連結範囲の変更により、現金及び預金が32億20百万円、売掛金が９億18百万円、前渡金が８億97百万円、

有形固定資産が７億７百万円減少したことに対して、投資その他の資産が11億13百万円増加したことによるものであ

ります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して35億77百万円減少して83億46百万円となりました。

　これは、主に連結範囲の変更により、支払手形及び買掛金が28億82百万円減少したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して12億49百万円減少して74億42百万円となり、自己資本比率は42.3％となりま

した。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、18億92百万円となりました。当第２四半期連結会計期

間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純損失が１億38百万円となり、棚卸資産の増加による支出６億12百万円、未収入金の増加による

支出12億２百万円があったことに対し、売上債権の減少による収入２億25百万円、仕入債務の増加による収入８億21

百万円、未払金の増加による収入14億81百万円があったことなどから、８億20百万円の収入（前年同四半期は14億63

百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　定期預金の預入による支出６億27百万円、子会社株式の追加取得による支出１億46百万円があったことなどから、９

億４百万円の支出（前年同四半期は６億10百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の増加による収入１億89百万円があったことなどから、１億70百万円の収入（前年同四半期は６億57百

万円の支出）となりました。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、BEST VENTURE LIMITEDおよびFOCUS WIN (HK) LIMITED、民生東都汽車貿易深?

有限公司、深?東都?田汽車銷售服務有限公司、佛山盛宝行汽車銷售服務有限公司、佛山?宝汽車銷售服務有限公司、泉

州晋宝汽車銷售服務有限公司を連結範囲から除外しております。

　これにより、以下の設備が減少しております。 

会社名
事業所名
(本社所在地)

設備内容
帳簿価額（単位：千円） 

従業員数
（名）

建物及び
構築物

車両運搬具
工具器具
備品

建設仮勘定
その他無形固
定資産

合計

BEST VENTURE

LIMITED

中華人民共

和国

（香港）

統括業務施

設
2,350 ― ― ― ― 2,350 ―

民生東都汽車貿易

深?有限公司

中華人民共

和国

（深?市）

統括業務施

設 
4,402 971 272 ― ― 5,646 23

佛山盛宝行汽車銷

售服務有限公司

中華人民共

和国

（佛山市）

販売施設 55,251150,9909,391 ― ― 215,633 111

佛山?宝汽車銷售

服務有限公司　

中華人民共

和国

（佛山市）

販売施設 100,394190,869105,530107,235 ― 504,031 151

深?東都?田汽車

銷售服務有限公司

中華人民共

和国

（深?市）

販売施設 25,82214,00566,836 ― 1,349108,014 90

泉州晋宝汽車銷售

服務有限公司

中華人民共

和国

（晋江市）

販売施設 165 ― ― 71,222 ― 71,388 ―

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 216,000

計 216,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 124,614 124,614
東京証券取引所

（マザーズ市場）

単元株制度を採用して

おりません。

計 124,614 124,614 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
 （株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高
 （千円）

資本準備金
増減額

  （千円）

資本準備金
残高

   （千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日 
― 124,614 ― 4,816,489 ― 2,078,897
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（６）【大株主の状況】

　 平成22年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

久保　和喜

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店）　

三重県四日市市

（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）　
40,020 32.12

田中　治雄 大阪府吹田市  1,443 1.16

西野　守一 東京都江戸川区  1,300 1.04

中村　雅幸 埼玉県狭山市  1,021 0.82

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号  900 0.72

名古屋中小企業投資育成株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅南１丁目16番30号  900 0.72

小田　明 岡山県倉敷市  836 0.67

樫村　剛司 東京都中央区  815 0.65

高橋　亜希子 群馬県高崎市  777 0.62

ＶＴホールディングス株式会社 愛知県東海市加木屋町陀々法師14番地40  740 0.59

計 －  48,752 39.12

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成22年６月30日現在

 区分 株式数（株）  議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式      　　　　      ―　  　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ―

 議決権制限株式（自己株式等）
　　　　　　       ―　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　  　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ―

 議決権制限株式（その他） 　  　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ―

 完全議決権株式（自己株式等） 　　　　　　　 　　―    　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ―

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　 124,614　  　　　　  124,614　  　　　　　　   ―

 単元未満株式 　  　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ―

 発行済株式総数               124,614　  　　　　　　   ― 　  　　　　　　   ―

 総株主の議決権 　  　　　　　　   ―               124,614　  　　　　　　   ―

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が１株（議決権数１個）含まれて

おります。 

 

②【自己株式等】

平成22年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株） 

所有株式数の

合計（株） 

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％） 

― ― ― ― ― ―

 計 ― ― ― ― ―
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 17,80016,74021,02018,20018,00015,450

最低（円） 15,25013,01013,60015,70013,00012,540

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、以下のとおりであります。

（１）新任役員 

役名 職名　 氏名 生年月日 略歴
所有株式数
（株）

任期 就任年月日

監査役

　
―　 前田　赳人 昭和11年３月24日生

昭和42年４月トヨタカローラ三重株式会社入社

平成２年６月 同社取締役

平成12年４月トヨタビスタ三重株式会社入社

平成16年３月当社監査役

平成21年３月

平成22年３月　

当社監査役辞任

当社補欠監査役　　

平成22年６月　当社監査役

36 注２　 平成22年６月10日

（注）１．監査役　前田　赳人は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

２．退任した監査役の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である平成22年12月期に係る定

時株主総会終結の時までであります。

（２）退任役員　

役名 職名　 氏名 退任年月日

監査役 ― 岡澤　智 平成22年６月10日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結会

計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成

22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半期連結

累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、霞が関監査法人による

四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※2
 5,237,529

※2
 8,458,008

受取手形及び売掛金 5,011,322 5,930,205

商品及び製品 2,179,621 2,656,737

原材料及び貯蔵品 1,336 1,487

前渡金 462,311 1,359,506

その他 1,849,927 780,897

貸倒引当金 △1,425,936 △1,381,624

流動資産合計 13,316,113 17,805,218

固定資産

有形固定資産 ※1
 561,286

※1
 1,269,050

無形固定資産 366,960 1,108,265

投資その他の資産 ※3
 1,543,303

※3
 430,456

固定資産合計 2,471,549 2,807,773

繰延資産 1,920 2,880

資産合計 15,789,583 20,615,871

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 899,193 3,781,632

短期借入金 6,446,107 6,469,852

未払法人税等 140,820 98,393

その他 710,059 1,370,896

流動負債合計 8,196,180 11,720,775

固定負債

社債 30,000 60,000

長期借入金 90,628 111,872

退職給付引当金 2,823 3,154

その他 27,043 27,881

固定負債合計 150,494 202,908

負債合計 8,346,674 11,923,683

純資産の部

株主資本

資本金 4,816,489 4,816,489

資本剰余金 2,078,897 4,980,575

利益剰余金 67,343 △2,577,272

株主資本合計 6,962,730 7,219,792

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △111,177 7,008

為替換算調整勘定 △171,206 △16,322

評価・換算差額等合計 △282,384 △9,314

少数株主持分 762,562 1,481,709

純資産合計 7,442,908 8,692,187

負債純資産合計 15,789,583 20,615,871
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 19,038,248 21,109,886

売上原価 17,524,036 18,774,705

売上総利益 1,514,211 2,335,180

販売費及び一般管理費 ※
 1,670,454

※
 1,725,674

営業利益又は営業損失（△） △156,243 609,506

営業外収益

受取利息 19,227 9,258

受取手数料 58,837 24,573

保険代行収入 － 27,400

為替差益 86,064 －

その他 86,235 18,033

営業外収益合計 250,364 79,265

営業外費用

支払利息 132,387 98,309

その他 29,415 31,450

営業外費用合計 161,803 129,759

経常利益又は経常損失（△） △67,682 559,012

特別利益

固定資産売却益 27,236 285

子会社株式売却益 22,210 －

特別利益合計 49,447 285

特別損失

減損損失 － 188,284

商品評価損 364,000 －

貸倒引当金繰入額 136,000 －

その他 121,343 58,550

特別損失合計 621,343 246,835

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△639,578 312,462

法人税、住民税及び事業税 △210,630 243,890

過年度法人税等 8,456 －

法人税等合計 △202,174 243,890

少数株主利益又は少数株主損失（△） △24,700 299,330

四半期純損失（△） △412,704 △230,758
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 9,931,499 8,990,278

売上原価 9,072,684 7,979,896

売上総利益 858,815 1,010,381

販売費及び一般管理費 ※
 880,572

※
 853,078

営業利益又は営業損失（△） △21,757 157,302

営業外収益

受取利息 9,037 4,494

受取手数料 39,876 10,498

保険代行収入 26,485 5,579

為替差益 32,741 －

その他 17,344 5,296

営業外収益合計 125,484 25,868

営業外費用

支払利息 67,562 49,288

為替差損 － 45,380

その他 5,699 13,304

営業外費用合計 73,261 107,973

経常利益 30,465 75,197

特別利益

固定資産売却益 13,652 0

子会社株式売却益 3,051 －

特別利益合計 16,703 0

特別損失

減損損失 － 188,284

貸倒引当金繰入額 136,000 －

その他 47,952 25,743

特別損失合計 183,952 214,027

税金等調整前四半期純損失（△） △136,783 △138,829

法人税、住民税及び事業税 △52,999 100,605

過年度法人税等 1,478 －

法人税等合計 △51,521 100,605

少数株主利益 41,554 104,585

四半期純損失（△） △126,816 △344,021
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△639,578 312,462

減価償却費 119,831 88,608

減損損失 － 188,284

貸倒引当金の増減額（△は減少） 220,304 48,999

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,042 △331

受取利息及び受取配当金 △19,227 △9,887

支払利息 132,387 98,309

売上債権の増減額（△は増加） 1,139,811 661,368

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,175,402 △1,912,483

仕入債務の増減額（△は減少） 625,514 1,496,287

未収入金の増減額（△は増加） 368,876 △1,505,009

預け金の増減額（△は増加） 1,978,042 △275,198

未払金の増減額（△は減少） △1,595,447 1,376,013

その他 △252,190 △225,765

小計 3,252,685 341,658

利息及び配当金の受取額 61,107 27,359

利息の支払額 △142,693 △97,276

法人税等の支払額 △133,395 △145,410

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,037,703 126,330

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △678,748 △1,136,516

定期預金の払戻による収入 132,268 －

有形固定資産の取得による支出 △557,153 △319,182

有形固定資産の売却による収入 328,901 85,729

投資有価証券の取得による支出 △39,346 △300,002

子会社株式の取得による支出 △546,306 △146,508

その他 169,979 24,841

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,190,405 △1,791,638

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,200,933 809,454

長期借入れによる収入 － 20,000

長期借入金の返済による支出 △266,320 △144,188

社債の償還による支出 △35,000 △30,000

配当金の支払額 △63,028 △1,152

リース債務の返済による支出 △6,111 △6,107

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,571,393 648,005

現金及び現金同等物に係る換算差額 39,900 9,493

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 315,805 △1,007,808

現金及び現金同等物の期首残高 3,030,605 3,253,584

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ ※2
 △353,580

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,346,410

※1
 1,892,195
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　該当事項はありません。 
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変

更

（１）連結範囲の変更

　第１四半期連結会計期間において、雲南摩仕汽車維修服務有限公司の株式を

売却したため、連結の範囲から除外しております。

　また、当第２四半期連結会計期間においてBEST VENTURE LIMITEDが第三者割

当増資を行なったことに伴い当社の持分比率が低下したため、BEST VENTURE

LIMITEDおよびFOCUS WIN (HK) LIMITED、民生東都汽車貿易深?有限公司、深?

東都?田汽車銷售服務有限公司、佛山盛宝行汽車銷售服務有限公司、佛山?宝汽

車銷售服務有限公司、泉州晋宝汽車銷售服務有限公司は持分法適用の範囲に含

め、連結の範囲から除外しております。

（２）変更後の連結子会社の数

　20社

２．持分法の適用に関する事項の

変更

（１）持分法適用関連会社の変更

　当第２四半期連結会計期間においてBEST VENTURE LIMITEDが第三者割当増資

を行なったことに伴い当社の持分比率が低下したため、BEST VENTURE LIMITED

およびFOCUS WIN (HK) LIMITED、民生東都汽車貿易深?有限公司、深?東都?

田汽車銷售服務有限公司、佛山盛宝行汽車銷售服務有限公司、佛山?宝汽車銷售

服務有限公司、泉州晋宝汽車銷售服務有限公司は持分法適用の範囲に含め、連

結の範囲から除外しております。

（２）変更後の持分法適用関連会社の数

　11社
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【表示方法の変更】

　当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年１月１日

  　至　平成22年６月30日）　

（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「保険代行収入」は、営業

外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「保険代行収入」は39,700千円であります。　

　前第２四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました「貸倒引当金繰入額」（当第２四半期連結累計期間は4,815

千円）は、特別損失総額の100分の20以下となったため、特別損失の「その他」に含めて表示することになりました。

　前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「減損損失」は、特別損失総

額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「減損損失」は48,027千円であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）　

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記していた「商品評価損」は、

当第２四半期連結累計期間において、金額的重要性が乏しくなったため「その他」に含めております。

　なお、当第２四半期連結累計期間における「商品評価損」の金額は74,787千円であります。

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「減損損失」は、重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期連結累計期間における「減損損失」の金額は48,027千円であります。

　

　当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

  　至　平成22年６月30日）　

（四半期連結貸借対照表）

　前第２四半期連結会計期間末において、区分掲記しておりました無形固定資産に含まれる「のれん」は、重要性が乏し

くなったため、当第２四半期連結会計期間末において、無形固定資産として一括掲記しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末の無形固定資産に含まれる「のれん」は7,459千円であります。

　前第２四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「未払金」（当第２四半期連結会計期間の残高は39,247千

円）は、負債及び純資産の合計額の100分の10以下となったため、流動負債の「その他」に含めて表示することにしまし

た。

　

（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「貸倒引当金繰入額」（当第２四半期連結会計期間は△747

千円）は、特別損失総額の100分の20以下となったため、特別損失の「その他」に含めて表示することになりました。　

　前第２四半期連結会計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「減損損失」は、特別損失総

額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期会計期間の特別損失の「その他」に含まれる「減損損失」は29,471千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、

前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算出しており

ます。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

２．固定資産の減価償却費の算定

方法

　定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

３．繰延税金資産及び繰延税金負

債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会

計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方

法を適用しております。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積実効税率を使用

できない場合には、税引前四半期純利益に法定実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 338,428千円 ※１．有形固定資産の減価償却累計額 388,136千円

※２．担保に供している資産

　担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められるものは、次のとおり

であります。

定期預金 3,068,311千円

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

※２．担保に供している資産

定期預金 5,029,396千円

　

　

　

　

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

投資その他の資産 632,304千円 投資その他の資産 627,616千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 331,590千円

貸倒引当金繰入額 121,632 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 307,343千円

貸倒引当金繰入額 170,599 

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 167,920千円

貸倒引当金繰入額 108,483 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 136,648千円

貸倒引当金繰入額 142,153 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸　

　　　　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 8,604,010

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,257,599

現金及び現金同等物 3,346,410

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 5,237,529

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,345,333

現金及び現金同等物 1,892,195

　

※２　当第２四半期連結累計期間においてBEST VENTURE

LIMITEDを持分法適用の範囲に含め、連結の範囲から

除外したことにより減少した資産及び負債の内訳は

次のとおりであります。　

（千円）　

流動資産 8,150,736

固定資産 907,064

資産合計 9,057,800

（千円）　

流動負債 5,894,599

負債合計 5,894,599

　

なお、この連結範囲の適用除外により、現金及び現金同等物

は、353,580千円減少しております。　
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22

年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式　　　124,614株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項 

　　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

　　　該当事項はありません。

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

　　　該当事項はありません。　　 

　

５．株主資本の金額の著しい変動　

　当社は、平成22年３月30日開催の第15回定時株主総会の決議に基づき、平成22年３月30日をもって下記の通り資本

準備金および利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分を行いました。

資本準備金および利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分の内容

（１）会社法第448条第１項の規定に基づき、平成21年12月末時点の資本準備金および利益準備金の全額を減少さ

せ、それぞれその他資本剰余金および繰越利益剰余金に振り替えました。　

①減少した準備金の額　

資本準備金　 2,901,678,361円　

利益準備金　 15,000,000円　

②増加した剰余金の額　

その他資本剰余金　 2,901,678,361円　

繰越利益剰余金　 15,000,000円　

（２）会社法第452条の規定に基づき、上記資本準備金振替後のその他資本剰余金および別途積立金にて繰越利益

剰余金の欠損を填補致しました。

①減少した剰余金の額　

その他資本剰余金　 2,901,678,361円　

別途積立金　 500,000,000円　

②増加した剰余金の額　

繰越利益剰余金　 3,401,678,361円　

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自 平成

22年４月１日　至 平成22年６月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日　至 平成21年６月30

日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日　至 平成22年６月30日）  

　自動車販売関連事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

香港特別
行政区
（千円）

中華人民
共和国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高     　　  

（１）外部顧客に対する売上高 3,003,825302,7576,624,9169,931,499 ― 9,931,499

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
15,717 ― ― 15,717(15,717) ―

計 3,019,543302,7576,624,9169,947,217(15,717) 9,931,499

営業利益又は営業損失（△） △170,683△113,193266,618△17,258(4,498) △21,757

　

　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

 
日本
（千円）

中華人民
共和国
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高     　　  

（１）外部顧客に対する売上高 4,160,0774,795,09535,1058,990,278 ― 8,990,278

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
110,622 1,058 ― 111,680(111,680) ―

計 4,270,6994,796,15335,1059,101,958(111,680) 8,990,278

営業利益又は営業損失（△） 30,163340,201△104,926265,438(108,136) 157,302

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．その他に属する地域の内訳は、以下のとおりです。

　　その他……香港特別行政区、タイ王国

３．所在地区分の変更

　従来、「香港特別行政区」としていた所在地区分の重要性が乏しくなったこと、また前連結会計年度において

新たに連結範囲に含めたタイ王国の子会社CARLYNA TRADING COMPANY LIMITEDの経営成績が当第１四半期連結

累計期間より反映されることに伴い、これらの所在地を「その他」として区分表示することに変更しました。
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　前第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

香港特別
行政区
（千円）

中華人民
共和国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高     　　  

（１）外部顧客に対する売上高 5,763,309562,47912,712,45919,038,248― 19,038,248

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
33,197 ― ― 33,197(33,197) ―

計 5,796,507562,47912,712,45919,071,445(33,197) 19,038,248

営業利益又は営業損失（△） △278,060△224,041352,571△149,530(6,713) △156,243

　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

 
日本
（千円）

中華人民
共和国
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高     　　  

（１）外部顧客に対する売上高 9,935,99511,096,40977,48121,109,886― 21,109,886

（２）セグメント間の内部売上

高又は振替高
267,24252,830 ― 320,072(320,072) ―

計 10,203,23811,149,23977,48121,429,958(320,072) 21,109,886

営業利益又は営業損失（△） 296,135743,270△107,559931,845(322,339) 609,506

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．その他に属する地域の内訳は、以下のとおりです。

　　その他……香港特別行政区、タイ王国

３．所在地区分の変更

　従来、「香港特別行政区」としていた所在地区分の重要性が乏しくなったこと、また前連結会計年度において

新たに連結範囲に含めたタイ王国の子会社CARLYNA TRADING COMPANY LIMITEDの経営成績が当第１四半期連結

累計期間より反映されることに伴い、これらの所在地を「その他」として区分表示することに変更しました。
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【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
中華人民
共和国

マレーシア タイ王国
インドネシ
ア共和国

シンガポー
ル共和国

香港特別
行政区

その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高

（千円）
6,668,641722,242500,502700,251371,89937,73743,8799,045,156

Ⅱ　連結売上高

（千円）
―　　 ― ― ― ― ― ― 9,931,499

Ⅲ　連結売上高

に占める海

外売上高の

割合（％）

67.1 7.3 5.0 7.1 3.8 0.4 0.4 91.1

　

　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

 
中華人民共
和国

マレーシア タイ王国
インドネシ
ア共和国

シンガポール
共和国

その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高（千円） 4,798,6061,048,478850,1391,385,22727,045141,8318,251,328

Ⅱ　連結売上高（千円） ―　　 ― ― ― ― ― 8,990,278 

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％）

53.4 11.7 9.4 15.4 0.3 1.6 91.8

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国または地域

その他の地域……ブルネイ・ダルサラーム国、アラブ首長国連邦、ミャンマー連邦

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４．従来、区分掲記しておりました「香港特別行政区」は、当連結累計期間において当該セグメントの海外売上

高の重要性がなくなったため、「その他の地域」として一括して記載しております。なお、当連結会計年度にお

ける当該セグメントの海外売上高、連結売上高に占める海外売上高の割合はそれぞれ6,155千円、0.1%でありま

す。
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　前第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
中華人民
共和国

マレーシア タイ王国
インドネシ
ア共和国

シンガポー
ル共和国

香港特別
行政区

その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高

（千円）
12,775,7891,385,5991,148,8911,155,267501,829102,059100,68917,170,125

Ⅱ　連結売上高

（千円）
― ― ― ― ― ― ― 19,038,248

Ⅲ　連結売上高

に占める海

外売上高の

割合（％）

67.1 7.3 6.1 6.1 2.6 0.5 0.5 90.2

　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年６月30日）

 
中華人民共
和国

マレーシア タイ王国
インドネシ
ア共和国

シンガポール
共和国

その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高（千円） 11,104,1572,516,5261,815,4153,609,76684,197314,54019,444,603

Ⅱ　連結売上高（千円） ― ― ― ― ― ― 21,109,886

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合

（％）

52.6 11.9 8.6 17.1 0.4 1.5 92.1

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国または地域

その他の地域……ブルネイ・ダルサラーム国、アラブ首長国連邦、ミャンマー連邦

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４．従来、区分掲記しておりました「香港特別行政区」は、当連結累計期間において当該セグメントの海外売上

高の重要性がなくなったため、「その他の地域」として一括して記載しております。なお、当連結会計年度にお

ける当該セグメントの海外売上高、連結売上高に占める海外売上高の割合はそれぞれ12,390千円、0.1%であり

ます。

 

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　その他有価証券で時価のあるものの当第２四半期連結会計期間末の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の当第２四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。 

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 53,608.31円 １株当たり純資産額 57,862.51円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △3,311.86円 １株当たり四半期純損失金額 △1,851.79円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（△）（千円） △412,704 △230,758

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △412,704 △230,758

期中平均株式数（株） 124,614 124,614

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △1,017.67円 １株当たり四半期純損失金額 △2,760.70円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（△）（千円） △126,816 △344,021

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △126,816 △344,021

期中平均株式数（株） 124,614 124,614

 

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

アップルインターナショナル株式会社

取締役会　御中

霞が関監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 剱持　俊夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 舩井　宏昌　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアップルインターナ

ショナル株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４

月１日から平成21年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アップルインターナショナル株式会社及び連結子会社の平成21年６月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四

半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

　追記情報

　１．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社及び国内連結子

会社は第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

　２．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連

結会計期間より「連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月13日

アップルインターナショナル株式会社

取締役会　御中

霞が関監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 剱持　俊夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 舩井　宏昌　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアップルインターナ

ショナル株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４

月１日から平成22年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アップルインターナショナル株式会社及び連結子会社の平成22年６月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四

半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

アップルインターナショナル株式会社(E02963)

四半期報告書

30/30


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

